
Keyword

近年、特別な配慮を必要とする子どもが増加する中（文科
省、2017）、その保育に関して、「障害の有無を前提とせず、す
べての子ども一人一人のニーズに応じて保育するインクルーシ
ブ保育」の重要性が言われている。インクルーシブ保育では、
その子に応じた「個」への援助が必要である一方、「集団」へ
の援助も必要であり、一人一人のニーズに合わせた保育が求
められる。そこには、保育者の援助の在り方という専門性が重

要だが、保育の現場では保育者が戸惑いや不安を感じてい
るという現状が報告されている。
そこで、特別な配慮を必要とする子どもが在籍するクラスで
の「保育者の援助」に着目し、保育者が「集団」と「個」に対
してどのように具体的な援助を行っているか検討し、インクルー
シブ保育で求められる保育者の専門性を明らかにしていくこと
を目的として研究を行っている。

すべての子どもが共に育ち合う
「インクルーシブ保育」における保育者の
専門性に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

インクルーシブ保育における保育者の葛藤と成長をめぐって　太田俊己・沖本悠生・金子功一・鶴巻直子・真鍋健
関東学院大学人間環境学会紀要第32号　p.41-57　2019年
乳幼児教育における特別支援教育の推進―特別支援教育から―インクルーシブ教育システムの構築へ向けて―
阿部 敬信・木舩 憲幸・阪木 啓二・沖本 悠生・井上 佳奈　九州産業大学人間科学部紀要「人間科学」1巻 p.38-48　2019年

その他の研究テーマ

●特別な配慮が必要な子どもが
在籍するクラスの担任保育者
の悩み
　「A児がお集り場面に参加で
きない。どうしたらよいか。」

・微細な保育者の援助を意識
する。「うなずき」「指差し」等
・声かけ等の直接的な援助だ
けでなく、子どもを取り巻く場
の環境・雰囲気を整える援
助を柔軟に行う。

・「子ども一人ひとりが異なる」
ことを理解し、気になる行動
や障害だけで子どもを理解し
ようとしない。
・個別具体的に子どもを見る。

●特別な配慮が必要な子どもが
在籍するクラスの担任保育者
の悩み
　「インクルーシブ保育はどのよ
うに行えばよいのか。」

インクルーシブ保育、特別な配慮が必要な子ども、保育者の専門性

保育者の
さり気ない援助

●「保育者によって意識された、子どもにとって特別感がない、さり気ない援助」
であることがポイントのひとつである。
●それが、どの子どもも保育場面に参加しやすくなる援助となる。

Point

人間科学部
子ども教育学科

助手

沖本 悠生

・個別具体的に子どもを見ること
で、その子どもの思いに寄り添
い、ニーズに応じることができ
る援助になる。

・例えば「うなずく」援助を意識す
ることが、A児にとって自分を見
てくれているという安心感につ
ながる。
・お集り場面で円形・一列に座る
等、Ａ児や子ども達の様子に応じ
て柔軟に環境構成を変化するこ
とで参加しやすくなる。

出欠確認や１日の予定などを伝える「朝のお集り場面」における保育者の「うなずく」援助のバリエーション

その日その時の
A児の様子はどう？

A児：特別な配慮が必要な子ども
S児：日頃、特別な配慮が必要だと思われて

いない子ども

自分の気持ちを表現した子どもに対して「２度うなずく」「深くうなずく」
ことで、子どもの思いに応える。

「子どもたちを見渡しながらうなずく」ことで、一人一人の子どもを意
識しながらも集団に応じた援助を行う。

特別な配慮の要不要にかかわらず、その日その時の子
どもの様子によって、「うなずく」頻度や様子が異なる

一人一人のニーズに
応じることにつながる➡

Keyword

保育者の継続的な就業を考えるにあたり、キャリアアップの
確立などの施策の検討が行われ、処遇改善なども進みつつ
ある。一方で、幼児教育・保育の無償化等により保育者の質
の向上が求められるようになったものの、特別な保育ニーズが
ある児童の増加や支援を要する家庭の増加など保育者の職
務内容の多様さや期待の大きさから、専門職としての自己と

力量不足による葛藤を抱え込む保育者も多い。そこで、外部
の専門家が巡回相談員として保育者と協働することで、保育
者はより良い、よりニーズに沿った保育を考えることができるよ
うになり、保育の質の向上ならびに継続的な就業へと寄与す
ると考えます。

保育者の継続的な就業を促す支援
に関する検討
～巡回相談をもとに保育者への支援ニーズを考える～

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

特別支援教育における「学びの連続性」～平成29年4月告示の学習指導要領に基づいて～、
阪木 啓二、木舩 憲幸、阿部 敬信、人間科学、2019年1巻 p.49-59.

その他の研究テーマ

巡回相談、保育者支援

人間科学部
子ども教育学科

准教授

阪木 啓二

●いつも同じ内容でしか相談が
できない

保育者歴によりそのニーズは異
なる

６年以上の保育者歴があっても
研修ニーズに応える

●研修は新人が受けるもの

巡回相談
●保育者歴により、相談のニーズが異なる
●保育者歴により、相談をしたい専門家の職種も異なる

Point

インクルーシブ保育システ
ムなどの研修を行い、現状
に合った保育の拡充に寄与
できる

保育者がどこに困り感を
もっているか見通しをもっ
て支援をすることができる

保育者歴が６年以上の層においても、キャリアアップ研修をはじめとした学ぶ機会も求められるとともに、巡
回相談をはじめとした外部の方とも相談をする機会が求められていると考えられる
そこにおいては、特別なニーズがある子どもへの関りや保護者への関りなど、保育現場で経験される難しさや
悩みへの専門的支援の必要性が考えられた。
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